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を
配
達
し
ま
す　

７
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日
〜
12

月
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日
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　登米市立米谷病院は、地域住民の医療、健康管理お
よび衛生思想向上の必要性から、住民の自主的組織
である産業組合を基盤に医療機関設立の気運が高ま
り、1944年１月「米谷久

く

美
み

愛
あい

病院」として開設が許可
され、翌年の45年１月に診療を開始しました。その
後、2005年４月の市町村合併により「登米市立米谷病
院」となり現在に至ります。11年の東日本大震災で建
物に大きな被害を受けたため、19年２月１日に新築
の病院として生まれ変わりました。新たに電子カル

ケ
ア
病
床
は
、急
性
期
を
経
過
し
、

症
状
が
安
定
し
た
患
者
に
対
し
て

在
宅
や
介
護
施
設
へ
の
退
院
に
向

け
た
医
療
や
支
援
を
行
う
病
床
に

な
り
、最
大
60
日
の
入
院
が
可
能

で
す
。ま
た
療
養
病
床
は
、継
続
的

に
入
院
加
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

疾
患
の
患
者（
点
滴
栄
養
継
続
や

酸
素
継
続
投
与
が
必
要
な
病
状
な

ど
）が
入
院
す
る
病
床
と
な
り
、機

能
を
明
確
に
分
化
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
米
谷
病
院
の
機

能
は
、軽
症
の
救
急
と
、急
性
期
病

状
は
落
ち
着
い
た
も
の
の
自
宅
に

帰
る
の
は
ま
だ
無
理
で
あ
る
と

か
、リ
ハ
ビ
リ
し
て
か
ら
家
に
帰

り
た
い
、ま
た
は
大
腸
ポ
リ
ー
プ

切
除
の
た
め
に
入
院
が
必
要
と

い
っ
た
患
者
の
治
療
と
療
養
が

中
心
に
な
り
ま
す
。こ
の
複
雑
な

病
床
を
う
ま
く
利
用
す
る
た
め
に

は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
病
院
の

地
域
医
療
連
携
室
の
相
談
員
が
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
急
変
し
や
す
い
持
病

の
家
族
が
い
る
際
は
、普
段
か
ら

主
治
医
の
み
な
ら
ず
、こ
れ
ら
の

職
員
と
急
変
時
の
対
応
と
医
療
連

携
に
つ
い
て
普
段
か
ら
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
近
の
医
療
制
度
は
複
雑
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。増
え
続
け
る

医
療
費
削
減
の
た
め
、国
は
昔
の

よ
う
な
一
般
病
床
だ
け
で
な
く
、

医
療
費
制
限
を
加
え
た
病
床
を
つ

く
り
ま
し
た
。一
般
の
人
に
は
な

じ
み
が
な
く
、登
米
市
民
病
院
、米

谷
病
院
、豊
里
病
院
の
市
立
三
病

院
が
同
じ
病
院
の
よ
う
に
見
え
る

で
し
ょ
う
が
、実
は
違
い
ま
す
。登

米
市
民
病
院
は
必
要
な
医
療
を
施

し
た
分
だ
け
医
療
報
酬
が
付
与
さ

れ
る
一
般
病
床
、米
谷
病
院
と
豊

里
病
院
は
医
療
予
算
の
枠
の
範
囲

内
で
包
括
的
に
治
療
を
行
う「
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
」と「
療
養
病

床
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
は
、一
般
病
床
で
症
状
が

安
定
す
る
と
早
期
に
退
院
す
る
事

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、地
域
包
括

テを導入、院外処方への転換、CTなどのX線
設備、臨床検査機器を一新し、ポリープ切除な
ど内視鏡治療もスムーズにできるようになり
ました。超音波検査も頸

けい

部
ぶ

、腹部、心エコーが
可能です。
　また米谷病院では、訪問診療、学校や職場な
どの各種検診、特別養護老人ホーム嘱託医や、
救急告示病院など、地域の人たちが安心して
暮らせる医療と、皆さんから支持される病院
を目指しています。

地域包括ケア病床＝32床、療養
病床＝48床
【 内科、小児科、整形外科、耳鼻咽喉科

難病医療協力病院、重症心身障害児
（者）医療短期入所施設

米谷病院事務局（医事係）☎0220（42）2007

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、機
器
の
購
入
や

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

焼
機
器

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人
➊
市
内
に
住
所
が
あ
り
、住

宅
に
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
➋
交

付
決
定
日
以
降
に
機
器
を
設
置
す

る
こ
と
➌
市
税
に
滞
納
が
無
い
こ

と
➍
こ
れ
ま
で
当
該
補
助
金
を
交

付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１（
補
助
上
限
額
＝
10
万
円
）

申
請
書
と
必
要
書
類

を
提
出
く
だ
さ
い

※
申
請
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

令
和
５
年
３
月
10
日

（
金
）※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）
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新
婚
世
帯
に
対
し
て
、住
宅
の

購
入
費
用
、賃
貸
住
宅
の
賃
借
に

係
る
費
用
、引
っ
越
し
の
際
に
要

し
た
費
用
な
ど
、新
生
活
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
費
用
を
支
援
し

ま
す
。

令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
て
受
理

さ
れ
た
、次
の
全
て
に
該
当
す
る

夫
婦

➊
補
助
申
請
日
に
お
い
て
、新
婚

世
帯
の
夫
婦
の
住
民
票
に
記
載
さ

れ
た
住
所
が
申
請
す
る
住
宅
の
所

在
地
に
な
っ
て
お
り
、申
請
日
か

ら
継
続
し
て
市
内
に
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と
➋
婚
姻
日（
婚
姻

届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
日
）に

お
け
る
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢
が

49
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
➌
夫
婦
の

双
方
ま
た
は
一
方
が
、過
去
に
こ

の
制
度
に
基
づ
く
補
助
金
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
➍
住
居
の
取

得
費
に
つ
い
て
、登
米
市
住
ま
い

サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
の
交
付
を

受
け
な
い
こ
と
➎
夫
婦
が
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。ま
た
、夫

婦
が
市
外
か
ら
転
入
し
て
い
る
場

合
は
、転
入
前
の
市
町
村
民
税
に

つ
い
て
滞
納
が
無
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
を

合
計
し
た
金
額（
補
助
上
限
額
＝

30
万
円
）

※
申
請
す
る
場
合
は
、事
前
に
担

当
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
子
育
て

支
援
係
）
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
へ
の

生
活
支
援
、市
内
経
済
を
活
性
化

す
る
た
め
、市
内
取
扱
店
で
利
用

で
き
る「
登
米
市
と
き
め
き
生
活

応
援
商
品
券
」を
配
布
し
ま
す
。

一
人
あ
た
り
３
千
円
分

５
月
１
日
時
点
で
登
米

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人　

６
月
30
日
ま
で
に
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
送
付
し
ま
す

※
世
帯
主
へ
世
帯
分
の「
商
品
券
」

　市は、新生児にファースト・ウッド（はじめての木製品）
を贈呈します。事業の開始にあたり、贈呈する木製品の
デザインを募集しますので、ぜひ応募ください。
※優秀な応募デザインには、賞品を贈呈します。

６月30日（木）

郵送またはメール
※応募は１人２点までとし、デザインは未発表で応募者
のオリジナル作品に限ります

乳幼児が手にとり木に親しむことがで
きる安全なもの、複雑なデザインとならないものなど

産業経済部農林振興課（林業振興係）☎0220（34）2709
死 norinshinko@city.tome.miyagi.jp


